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はじめに
　先生方、学生のみなさん、こんばんは。玉川大学教育学部の小林亮と申します註。
教育学部長の鈴木先生より懇切なご紹介を賜りまして、まことにありがとうございま
す。先ほど鈴木先生、司会の関田先生からお話がありましたけれども、創価大学は今
年（2018 年）の 7 月にユネスコスクール支援大学間ネットワーク（ASPUnivNet）
に正式加盟されました。おめでとうございます。創価大学には、これまで積み上げて
こられたさまざまな教育リソースや研究リソースを活用しながら、今後は
ASPUnivNet 加盟大学として東京都西部の多摩地区で、ユネスコの価値教育とも協応
したすばらしい活動を展開されていかれるに違いないと確信しております。非常に楽
しみです。
　私が奉職している玉川大学は町田市にあります。創価大学のある八王子市と玉川大
学のある町田市は隣接していますので、いわば「隣国」ですね。玉川大学は 2008 年
よりユネスコスクール支援大学間ネットワークに加盟しています。東京都で
ASPUnivNet に加盟している大学は現時点では玉川大学と創価大学の 2 大学だけで
すので、是非これからいろいろな形で交流や協同をさせて頂けたらと希望しておりま
す。どうぞ今後とも長きにわたって持続可能な（sustainable な）ご交誼をよろしく
お願い申し上げます。
　註　本講演は、2018 年 10 月 3 日に創価大学教職大学院 FD 研修会として行われた玉川大学教育
学部　小林亮教授による講演記録である。ユネスコスクール支援大学間ネットワークに加盟し、実
際に支援を開始するにあたり、支援プロジェクト担当者だけでなく、教職大学院・教育学部の教職
員及び学生にとって貴重な学習の機会となるものであった。
－ 311 －
創価大学教育学論集　第 71 号：小林　pp. 311 ～ 335
　今日お招き頂いた勉強会ですが、「高等教育によるユネスコスクール支援の課題と
可能性」という題目にさせて頂きました。具体的な内容としては、下の表にあります
6 つのテーマを扱う予定でおります。
　最初に、「 1 ．ユネスコスクー
ルとは」何かをご説明いたし
ます。次に、ユネスコスクー
ルと深い関わりがある文書と
して、「 2 ．SDGs と『学習』」
を見てまいります。すなわち
国連が採択した「持続可能な
開発目標」（SDGs）と、ユネ
スコ 21 世紀教育国際委員会が
出した「学習」という報告書です。次に「 3 ．地球市民教育（GCED）の展望」とい
うことで、ESD とならぶユネスコの基幹教育プログラムである GCED についてご紹
介いたします。
　ESD（持続可能な開発のための教育）につきましては、来月 11 月 23 日に創価大学
で開催される講演会で、日本の ESD のトップリーダーの一人であり、ESD 活動支援
センター副所長でおられる鈴木克徳先生が詳しい話をされると思いますので、皆さま
は ESD にご関心がおありでしたら、ぜひこの講演会にご参加下さい。
　これに続き、「 4 ．ユネスコスクール支援大学間ネットワーク（ASPUnivNet）」と
して、ユネスコスクール支援大学間ネットワーク（ASPUnivNet）の沿革と活動内容
について概要を説明させて頂きます。またこの関連で、本日の勉強会を企画された関
田先生のほうから「玉川大学が ASPUnivNet 加盟大学としてどのようなことをやっ
ているのかの事例を是非ご紹介下さい」とのことですので、「 5 ．玉川大学教育学部
の事例」ということで、本学の取り組みについても少し紹介させて頂きます。
　最後にまとめとして、「 6 ．ユネスコの価値教育に大学が果たし得る役割」について、
私が考えていることを申し述べさせて頂きます。ただこれについては今後に向けての
共同の課題でもありますので、是非フロアの皆さまからも御意見やご提言を頂けたら
ありがたいと思っております。
1 ．ユネスコスクール （ASPnet） とは
　ではまず、ユネスコスクールとは何かをご説明させて頂きます。ユネスコというの
は国際連合の専門機関です。国際連合教育科学文化機関（United Nations Educational, 
Scientific and Cultural Organization）といいます。この英単語の頭文字をつづり合わ
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せたものが「UNESCO」になるわけですね。教育・科学・文化（およびコミュニケー
ション）の国際協力を通じて持続可能な世界の平和を実現しようとしている、国連ファ
ミリーの一員です。そのユネスコが運営している重要な教育事業の一つとして、今日
ご紹介させて頂くユネスコスクールがございます。ちなみに、年配の方ですと「ユネ
スコ協同学校」という名前のほうが耳に馴染んでいるかもしれません。2007 年まで
は日本語でそのように表記しておりました。
　ユネスコスクールは通常「ASPnet」と略称されます。これは UNESCO Associated 
Schools Project Network を略したものです。日本語ではユネスコスクールと言うの
ですが、実はこれは日本語特有の言い方であって、海外で UNESCO School（s） と言っ
ても、あまり通じません。ユネスコの国際会議ですと、「ASPnet」という言い方が一
般的です。ただし、この略号の一部をなしている Project という単語は現在の正式表
記からは抜け、「UNESCO Associated Schools Network」というのが今の公式名称で
す。ユネスコの理念や価値にのっとった教育活動をしていることが重要で、必ずしも
何か特定のプロジェクトを実施しなければならないわけではない、という意向による
変更だと聞きました。しかしユネスコスクールの略語の形では現在でも「ASPnet」
をそのまま使っております。
　ユネスコの創設については、皆さま高校の世界史などでおやりになってご承知かと
思います。第二次世界大戦が終わった直後、1945年11月にロンドンに世界の主要国（連
合国）の教育大臣が集まりました。そのひと月前の 10 月 24 日に、国際連合が創設さ
れていました。国際連合は人類が戦争の惨禍を二度と起こさないように恒久的な国際
平和を構築するための国際機関（政府間機関）として設立されたものです。しかし国
連創設に関わった人々の間には、世界のさまざまな国が政治や経済の取り組みをして
も、ただそれだけでは持続的な平和をつくるには十分ではないという問題意識があり
ました。まず人々の心の中に平和の根を植えていかなければならない、平和の種を蒔
いていかなくてはいけない、という課題が意識されていたのです。では人の心の中に
平和を育てるには何が必要かといえば、それは教育であり文化であり科学なのだとい
うことです。こうして、教育・科学・文化というソフトパワーを使って、人類のメン
タリティ自体を平和志向的なものに変えてゆくための国連の専門機関を創ろうという
ことで世界の教育大臣たちが合意し、1945 年 11 月 16 日にユネスコ憲章を採択しま
した。
　このユネスコ憲章の前文の最初にある一文が非常に有名です。もう知っておられる
先生方が多いと思いますが、「戦争は人の心の中で生まれるものであるから、人の心
の中に平和のとりでを築かなければならない」（Since wars begin in the minds of 
men, it is in the minds of men that the defences of peace must be constructed.）と
いう言葉です。これがいわばユネスコの根本的なモットーになっています。
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　この理念に基づいて、ユネスコは 1945 年から今日に至るまでさまざまな教育事業
や文化事業を展開してきたわけです。ユネスコの事務局（本部）はパリの官庁街であ
る第 7 区にございます。かのナポレオンが若い時代を過ごした陸軍士官学校（Ecole 
Militaire）向かい側に位置しています。みなさまも、もしパリに旅行されることがあ
れば、是非ユネスコ本部も訪問して内部を見学されるといいと思います。なぜかと言
うと、ユネスコ本部の中は創設以来、世界の有名な芸術家がたくさん作品を寄贈した
ものが展示されていて、あたかも美術館のように見ごたえがあるからです。ピカソ、
ミロ、ジャコネッティなど、20 世紀を代表する錚々たる大家たちの絵画や彫刻など
の作品がユネスコ本部のあちこちに飾られていますので、ユネスコ訪問は「美術館見
学」という意味でも非常に楽しめます。それからユネスコの事務局の窓から外を見る
と、陸軍士官学校の向こうにエッフェル塔がきれいに見えます。風光明媚なパリの市
街のパノラマを楽しめる隠れた名所でもありますので、是非いらしてみてください。
　このユネスコが 1953 年（昭和 28 年）に、教育・科学・文化を通じて世界平和を実
現していく上で、政治的取り組みだけでは不十分で、やはり教育の最前線である学校
現場で児童・生徒たちに平和、民主主義、人権、国際理解といったユネスコの理念を
伝えていくことが必要だという認識を持つに至りました。この認識に基づき、ユネス
コの理念を学校現場で普及させていくためにつくった実験校の世界的な学校間ネット
ワークがユネスコスクール（ASPnet）だったわけです。
　ユネスコスクールは 1953 年に、最初は 15 カ国 33 校という小規模なプロジェクト
として出発しました。しかし、このユネスコスクールという世界的な学校間ネットワー
クはその後、劇的な発展を遂げます。今年 2018 年 9 月現在、ユネスコスクール加盟
校は日本国内だけで 1,149 校あります。世界全体ではユネスコスクールは 182 カ国に
あり、約 11,500 校が加盟しています。つまり日本のユネスコスクールは世界全体の
ユネスコスクールのちょうど 10 分の 1 を占めている、ということになります。日本
のユネスコスクールは世界最多であり、また文部科学省がユネスコスクールを「ESD
の推進拠点」と位置づけているところから、さまざまな優れた教育実践が開発されて
きています。その意味で、ユネスコスクール事業において、日本は世界の中でも非常
に役割を果たしていると言えます。このたび創価大学に加わって頂いたユネスコス
クール支援大学間ネットワークのような、大学がユネスコスクールを支援するという
取り組みも日本独自の発案です。ユネスコスクールが今後さらに発展していく上で、
日本の貢献に向けられた全世界の期待にはとても大きいものがあると言わなければな
りません。
　もう一つ付け加えておきたいデータがあります。嬉しいことに日本は 1953 年にユ
ネスコスクール・プロジェクトが発足した時の創設メンバーです。この創設時に加盟
し、この時以来ずっと 60 数年間、ユネスコスクールとしての活動を続けている学校
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が何校かございます。例えば広島大学附属中学校・高等学校は、ユネスコスクール創
設時から一貫して独自の平和教育を展開してきたユネスコスクールとして有名です。
また比較的早い時期からユネスコスクールに加盟し、今日まで優れた教育実践を開発
している学校としては、東京学芸大学附属大泉小学校や新宿区立西富山小学校などが
あります。大事なのは、ユネスコスクールというのは基本的に、ユネスコが提唱して
いる価値教育の推進拠点なのだということです。
　創価大学は、建学の理念からして、まさに価値教育の推進をミッションとする大学
と伺っておりますので、その意味ではまさにユネスコスクールのめざしているものと
一致いたします。創価大学は、ユネスコスクールが価値教育の拠点としてさらに発展
を遂げていく上でとても大きな貢献をして下さる大学に違いないと思っております。
　ユネスコスクールの目的については、後で学習テーマを紹介しますが、基本的には
国際理解（国際教育）と教育開発の 2 つに大別できるかなと思います。国際理解と
国際教育につきましては、ユネスコスクールが国境を超えた世界的なネットワークで
あるという特色が大きな武器となります。民族や国を越えて世界中がつながることで、
世界中の学校の生徒・教職員が交流によって異文化理解を進めていく。さらにその中
で国際協力もできます。例えばユネスコスクールが先導して教材を作ったり、教科書
を作ったりして、開発が滞っている国に対して物質的援助をしたり、あるいは人材や
情報などノウハウの支援をしていくことも実際に行われています。
　それから教育開発ですが、これは地球規模の諸問題に適切に対処できるような青少
年の能力、コンピテンスを開発していくことが目的となります。こうしたコンピテン
スを育成するための教育内容・カリキュラムや教材などを開発していくことも大事な
役割です。教師養成プログラムの開発もそこに入るかと思います。国連ミレニアム開
発目標（MDGs）というのは 2000 年に国連が立てた 8 つの目標ですが、これは 2015
年に「持続可能な開発目標」（SDGs）へとバージョンアップされ、現在に至っていま
す。SDGs 実現のためにどういった貢献が教育の側から出来るのかが、現在ユネスコ
スクールに問われている非常に重要なミッションだと思います。 
　この下の図はユネスコスクール加盟国の変遷を地図で示したもので、去年の講演会
でもご紹介しましたが、1953 年当時はまだ 15 ヶ国でした。この図には一つ間違いが
あります。日本が黄色になっていません。日本は創設時からユネスコスクールに参加
していたわけですから、この地図では黄色に塗られていないといけないはずです。今
月パリのユネスコ本部で開かれる会議に参加してきますので、その際、ユネスコスクー
ル国際コーディネーターのサビーネ・デッツェルさんに地図を修正して頂くように
言っておきます。この創設時の地図に対して、右の地図を見ると 2009 年時点ではす
でに世界のほとんどの国がユネスコスクールに参加しているのが見てとれます。つま
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り半世紀あまりの間に、当初は小さな実験校プロジェクトだったユネスコスクールは、
世界のほとんどの国が参加するまさに全世界的なネットワークへと大きな成長を遂げ
たことがこの地図からわかると思います。
　実は、先月 9 月 4 日から 6 日にかけて韓国ソウルでユネスコの地球市民教育の
国際会議がありまして、私も参加してきました。みなさまもニュースでお聞き及びの
ように、現在、朝鮮半島情勢が激しく動いております。驚いたのは、このユネスコの
国際会議に北朝鮮の方が参加していたのです。北朝鮮教育省の政府高官で、今はユネ
スコ職員として、セネガルのダカールにあるユネスコ西アフリカ事務所の事務所長代
理を務めている Gwang-Chol Chang（鄭光哲）さんという方です。非常に洗練された
物腰の柔らかい紳士で、私たちが一般に北朝鮮に対して持っているイメージとはおよ
そかけ離れた感じの方です。英語とフランス語が堪能でピアノもお上手で、ゲーテの
文学を愛読しておられるという教養人でした。「できれば是非日本にも行きたい」と
おっしゃっていましたので、ユネスコ関係のイベントなどの機会を利用して、日本に
招聘してもいいかもしれません。北朝鮮にもどうやらユネスコスクールがあるようで
す。もう少し政治的開放が進めば、将来的には北朝鮮のユネスコスクールとの交流も
できたらいいのではないでしょうか。
　日本のユネスコスクールの経緯ですけれども、1950 年代はまだ戦争が終わって間
もない時期で、日本人全体としておそらく平和というものに飢え、強く希求していた
だろうと思います。そして平和の大切さを国民全体が理屈ではなく、体感として切実
に感じていた時代で、1951 年のユネスコ加盟と 1953 年のユネスコスクール加盟を通
じて、当時は国際理解教育や平和教育が非常に盛り上がった時代だったというふうに
聞いております。
　ところが 1960 年代になって東西の冷戦がアメリカとソビエト連邦の間で激しく
なってゆきます。日本でも安保闘争をはじめとする学生紛争等の政治的動乱があって、
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本来政治的に中立でなければいけないはずのユネスコスクールの立ち位置が揺らいで
いきます。ユネスコ活動のあり方をめぐって、教職員と生徒・学生との間で亀裂が起
きた事例などもあったようです。
　その後、日本は高度経済成長の中で、とくに若者があまり政治的に関心を持たない
よう風潮が広まっていきました。それと連動するかのように、1970 年から 2000 年ま
での 30 年間、日本のユネスコスクールは停滞期に入っておりました。当時、日本国
内のユネスコスクール加盟校数は 20 校前後に留まっておりました。
　この状況は、21 世紀に入って急変します。きっかけは、先ほど申しました 2000 年
に国連が出した国連ミレニアム目標（MDGs）でした。そして、その流れを受けた「持
続可能な開発のための教育（ESD）」がユネスコスクール再活性化の大きな起爆剤と
なりました。ESD は 2002 年、南アフリカのヨハネスブルグでの国連の会議で国連の
重点プログラムとして採択されたプログラムです。持続可能な社会をつくっていく人
材育成を目的としたプログラムですが、国連システムの中で教育担当の専門機関はユ
ネスコですから、ユネスコが ESD の主導機関に指名されました。これにより、ESD
はユネスコが担当するプログラムとして導入され、発展していくことになります。
　具体的には 2005 年から 2014 年までの 10 年間が「国連 ESD の 10 年」（UNDESD: 
United Nations Decade of Education for Sustainable Development）と定められまし
た。
　日本のユネスコスクールの発展を考える上で、この国連 10 年は決定的な意味をも
つものでした。というのはこの期間、文部科学省および文科省の中にあるユネスコへ
の日本政府の窓口である日本ユネスコ国内委員会がこの流れを受け、国を挙げてユネ
スコスクールの普及と支援に動いたからです。せっかく日本は設立時 1953 年からユ
ネスコスクールに加盟しているのに、上記の経緯で長いこと休眠状態にありました。
「持続可能な開発のための教育」（ESD）が国連およびユネスコの重点プログラムとし
て打ち出されたことを受け、2007 年、日本ユネスコ国内委員会はユネスコスクール
をこの ESD の推進拠点として位置づけ、その文脈でユネスコスクールの再活性化を
図ったのです。その結果、文部科学省の主導の下で、日本のユネスコスクールは劇的
な再活性化を果たしました。そして 2000 年の時点ではわずか 24 校だった日本のユネ
スコスクール加盟校は、2018 年 9 月時点で何と 1,149 校にも急成長したのです。
　私が奉職しております玉川大学教育学部もユネスコスクールの加盟校です。ユネス
コスクールは基本的には初等・中等教育を対象としていますが、大学（高等教育機関）
も加盟校になれます。教職課程を持っていて、要するに教員養成をしている大学
（Teacher Training Institute）であれば、ユネスコスクールに加盟することができる
のです。
　現在、日本のユネスコスクールで一番加盟校数が多いのは小学校です。中学校も多
いです。それぞれ 567 校と 288 校です。それから中高一貫校があり、高校もかなりの
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数あります。大学は 5 大学がユネスコスクールに認定されています。奈良教育大学、
宮城教育大学、玉川大学、三重大学、愛知教育大学の 5 大学ですので、どれも教員
養成大学であることがわかります。そして高等専門学校、特別支援学校も 12 校あり
ます。その他、シュタイナー学校やインターナショナルスクール等 32 校で、合計で
1,149 校ということになっています。
　こうしてみると国内だけで千校を超えるユネスコスクールは一大勢力ですね。です
から文部科学省は 2009 年から毎年、「ユネスコスクール全国大会」というイベントを
開催しています。今年は 2018 年 12 月 8 日（土曜日）に、横浜市立みなとみらい本
町小学校を会場に「第 10 回ユネスコスクール全国大会」が開催されます。私もユネ
スコスクールの海外連携に関する分科会をファシリテーターとして担当させて頂きま
すが、全国のユネスコスクールの教員や関係者が一堂に集い、お互いの交流を深め、
優れた教育実践に関する情報交換を行う有意義なイベントですので、皆さま、もしお
時間と興味があれば是非お越し下さい。参加無料です。ただ、参加には事前にユネス
コスクール公式ウェブサイトから申し込みをして頂く必要があります。もうそろそろ
全国大会の参加申込の案内情報が出ていると思いますのでご覧頂ければ幸いです。
　これはユネスコスクールの
ロゴです。左側はギリシャの
首都アテネにある有名なパル
テノン神殿（世界遺産）を模
して作ったユネスコのロゴで
す。パルテノンはアテナとい
う女神を祀っている神殿です
が、アテナというのは古代ギ
リシャ神話で芸術と学問を司
る神様です。ユネスコは教育、科学、文化を担当する専門機関ということで、このよ
うに芸術と学問の神を祀った神殿のイメージがロゴに使われている訳です。右側の図
像はユネスコスクールのロゴです。これはよく見ると多重図形になっています。なぜ
これがユネスコスクールのロゴなのか。昨年 2017 年 12 月 2 日に大牟田市で「第 9
回ユネスコスクール全国大会」が開催された時にゲスト講師として文科省の招聘で来
日されたユネスコスクール国際コーディネーターのサビーネ・デッツェル（Sabine 
Detzel）さんにお聞きしたところ、このロゴが多重図形であることをご説明下さいま
した。このロゴには 3 つの意味が込められているそうですが、お分かりでしょうか。
鈴木学部長：本。
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小林：そうですね。さすがです。上に開いているのが本、つまり学びを象徴している
ということですね。児童・生徒の学びを表している。
鈴木学部長：下は地球ですか。
小林：その通りです。下は地球。だからグローバルな学校ネットワークであることを
表しています。そしてもう一つの意味は、鈴木先生がご指摘になった「本」の部分な
のですが、この箇所は同時に若葉、すなわちこれから成長していく青少年の姿を表し
ているということでした。これはユネスコスクールの初代のロゴではなく、 2 代目
のロゴなのですけれども、現在はこれが公式に使われております。
　この写真を見て頂くとわかりますが、ユネスコスクールに加盟すると、加盟した学
校すべてに三菱 UFJ 銀行の社会貢献活動の一貫として、日本ユネスコ協会連盟から
ユネスコスクール加盟校であることを示すこういう金属プレートが贈呈されます。も
ちろん、私ども玉川大学もこのプレートを頂いております。
　この金属プレートはなかなか立派なもので、多くのユネスコスクールが校門にこれ
を掛けています。大学も、例えば奈良教育大学や宮城大学教育は大学自体がユネスコ
スクールですので、やはり正門
の前にこのプレートが掲げられ
ています。学校の校門にこのプ
レートが掲げられているのを見
ると、「ああこの学校もユネス
コスクールの仲間なんだな」と
いう親近感が湧いてきます。
　私は玉川大学ユネスコクラブ
の顧問をしており、毎年国内と
国外に一回ずつスタディツアー
を実施して学生たちを連れて行きます。国内でも自分ではこれまで行ったことのない
土地に行って、学生たちと道を歩いていると、時々学校の校門にこのプレートが掛かっ
ているのが目に入ります。現在なにしろ日本全国でユネスコスクールは 1,149 校あり
ますから、そんなに珍しい存在ではないわけです。そうすると学生たちが「小林先生、
ここもユネスコスクールですよ」と言って、注意を喚起してくれます。それを見て、「あ
･･･ この学校もユネスコの理念を共有する仲間なんだな」と不思議な親しさを感じま
す。そうしたら先日は、学生が学校の中に入って行って「校長室にご挨拶に行きましょ
う」と言います。私も後からついて行って校長先生にご挨拶したら、とても喜んで下
さいました。「じゃあこれから一緒に ESD を進めていくために協力してやっていきま
しょう」と盛り上がりました。地域や学校種が違っても、同じユネスコの理念のもと、
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こういう意外なつながりができるというのもユネスコスクールに参加することの大き
なメリットの一つなのかなと思いました。
　そもそもユネスコスクールの存在意義というのは、国連およびその専門機関である
ユネスコが、より平和でよりよい世界をつくるために推進している価値教育の推進拠
点だというところにあります。そしてその価値教育の最先端は ESD であり、また地
球市民教育（GCED）であるわけですが、それだけではありません。これまでユネス
コは、それぞれの時代状況をふまえて、その時代の課題に対応した価値教育のプロジェ
クト・プログラムをさまざまな形で開発してきました。
　最初にユネスコスクールが創設
された 1953 年の時は、ユネスコ
スクールは国際理解教育の実験
校・推進校という扱いでした。今
でも日本国際理解教育学会という
学会があって、私も入っておりま
す。また 9 月に地球市民教育の
国際会議が開かれたソウルには、
そ の 主 催 団 体 な の で す が
APCEIU というユネスコの研究
所があります。これはユネスコ・アジア太平洋国際理解教育研究センタ （ーAsia-Pacific 
Centre of Education for International Understanding）で、ユネスコが公認している
センターです。とくに国際理解教育と地球市民教育を中心に、ユネスコの価値教育を
学校現場および市民社会に広く普及させるために国際会議や教員研修セミナーをはじ
め非常に活発な活動を展開しています。
　1998 年に提唱された「平和の文化」や、2000 年に国際年としてテーマ化された「文
明間の対話」もユネスコが主導する価値教育のイニシアティブです。平和の文化にし
ても文明間の対話にしても、創価大学と関係の深い創価学会インターナショナルが積
極的に取り組んでおられるテーマかと思いますので、まさに通底している理念だと思
います。文化の多様性の尊重（Respect for Cultural Diversity）もユネスコが提唱し
た重要な価値理念です。そして言うまでもなく、持続可能性という概念を一般社会に
普及させた ESD はユネスコの価値教育を代表する重要なアプローチです。日本のユ
ネスコスクールは文科省の主導のもと ESD の推進拠点という位置づけですので、と
くに重要だと言えます。
　GAP と書いてあるのは、「国連 ESD の 10 年」という公式の重点期間が 2005 年か
ら 2014 年であったわけですけれども、当然 2014 年で持続可能な社会をつくっていく
人づくりの課題が終わるわけではありません。現在も今後も重要な課題であることに
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変わりはないので、2014 年の時点で ESD の後継プログラムとして、グローバル・ア
クション・プログラム（GAP: Global Action Programme）がこのときに立ち上がり
ました。内容的には、ESD の視点や課題を引き継いでいます。
　それから私が個人的に非常に関心を持っていますが、地球市民性を育てていく地球
市民教育（GCED: Global Citizenship Education）も ESD と並ぶユネスコが重点領域
として進めている価値教育のプログラムです。日本ではユネスコスクールの主流には
入ってこないために、GCED についてはまだきちんとした日本語の定訳がありません。
私は文字通り訳して地球市民教育と言っていますが、研究者や団体によってはグロー
バル・シティズンシップ教育、地球市民性教育、世界市民教育などと、さまざまな訳
し方をしていて統一されていません。グローバル人材育成の観点からも今後、日本の
ユネスコスクールをはじめとする学校教育の現場でもっと注目されていい価値教育プ
ログラムだと思っています。
　あとは「文化の和解」（Rapprochement of Cultures）という価値教育のプロジェク
トもあります。これについてはあまり日本では知られていないですが、ユネスコは平
和構築の営みとして力を入れて推進しています。これまで人類の歴史においては世界
各地で戦争や植民地支配、虐殺、民族隔離や人種差別など多種多様の悲惨で残虐な出
来事があったけれども、これからは地球全体が一つのコミュニティとして一緒にグ
ローバルな諸課題、たとえば気候変動、貧困、エネルギー問題などの問題に取り組ん
でいかなくてはならない。そうした人類全体の連帯と協同を進めていく上においては、
過去の出来事に起因するさまざまな恨みや悲しみ、憎悪はもちろん消せないトラウマ
的な記憶ではあるけれども、でもあえて許していきましょうよ、お互い人類の仲間と
して和解しましょうよというメッセージがこの「文化の和解」の基本にあります。和
解とは、これまで心が離れてしまっていた国や民族同士が再び接近しあうことだ、と
いう意味でフランス語で「再接近」を意味する Rapprochement という言葉を使って
い ま す。2013 年 か ら 2022 年 が、「 文 化 の 和 解 の た め の 国 際 10 年 」（IDRC: 
International Decade for the Rapprochement of Cultures）と定められています。
　このように、さまざまな人類的課題に対応する多彩な価値教育プロジェクトを、戦
後 70 余年の間、ユネスコは精力的に展開してきました。その一つの推進拠点として
大きな役割を果たしてきたのがユネスコスクールなのだ、という歴史的位置づけをこ
の機会にみなさまにはぜひ認識して頂き、今後のユネスコスクール活動において心に
留めて置いて頂ければ幸甚です。
　ユネスコスクールにおいては、もちろんどういうテーマを学習しても良いわけです
けれども、ユネスコは目安として「こういった重点領域を中心に学習を進めていった
らユネスコスクールとしてよい成果が期待できるのではないですか」という指針を出
しています。長いこと世界のユネスコスクールでは、『地球規模の問題に対する理解
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と国連システムについての知識』、『人権、民主主義をはじめとする普遍的価値の理解
と促進』、『国際理解教育』、『環境教育』という 4 つの学習テーマが提唱されてきま
した。ユネスコスクールに関する古い資料を見るとこの 4 つの学習テーマが必ず出
てくると思います。ところが昨年から、ユネスコ本部のホームページを見て頂くと分
かりますが、ユネスコスクールの重点的な学習テーマは、『持続可能な開発のための
教育（ESD）』、『地球市民教育（Global Citizenship Education）』、そして『異文化学
習（Intercultural Learning）』 の 3 つ に 集 約 さ れ ま し た。 た だ、Intercultural 
Learning というのはおそらく、元々ユネスコが提唱していた国際理解教育と同じ課
題領域を指していると思われますので、やはりユネスコの価値教育の柱となるプログ
ラムは、「国際理解教育」「持続可能な開発のための教育（ESD）」「地球市民教育
（GCED）」の 3 つなのだということが、ここからも見て取れると思います。この新
しい学習テーマの提示により、ユネスコスクールとユネスコ価値教育との関連性につ
いての図式がかなりすっきりしたのではないでしょうか。
　ただ、ここでよく誤解があるのですけれども、ESD と GCED はどちらが大事なの
かとか、どちらのほうがよりユネスコスクールにとっての本質的なテーマか、という
ようなことが時々問題になったりするのですが、私から言わせると、それは正しい問
ではありません。ESD と GCED の両者は不即不離の関係にあるプログラムであって、
非常に相互依存的なわけです。ですからユネスコも現在、両者のアプローチの統合を
考えているということです。
2 ．SDGs と 「学習」
　これに関連して、少し国連の採択した「SDGs」とユネスコの出した「学習」とい
う 2 つの重要な文書について、簡単にご紹介しておきたいと思います。
　ユネスコスクールの価値教育を支えているものには、いくつか重要な歴史的文書と
いうものがございます。例えば 1974 年の国際理解教育の勧告などが例として挙げら
れますが、現在のユネスコスクールの教育課題を考える上では、とくに 2 つの歴史
的文書が重要な意味を持ってきます。
　一つは、最初から話に出ておりましたが、国連が 2015 年の総会で採択した『持続
可能な開発目標（SDGs: Sustainable Development Goals）』です。これは現在、日本
政府（外務省）や国連広報センターなどが力を入れて広報に努めていますので、皆さ
ま少なくとも名前くらいは知っておられるのではないでしょうか。SDGs という言葉
はどれくらいの方が知っておられますか？先生方はもちろんご存知ですよね。SDGs
が一般に普及した一つの要因は、タレントを使った広報を積極的に推し進めたことで
す。たとえば吉本興業が SDGs に協力して関西弁での数え歌を作りました。YouTube
で見ることができますけれども、けっこう面白いですね。それからピコ太郎さんが
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PPAP という動画で一躍有名になりましたければども、この PPAP パート 2 として
Public and Private Action for Partnership という SDGs を紹介する 1 分程度の動画
を外務省の依頼で作成しております。これも YouTube ですぐ見ることができますの
で、ぜひご覧になってみて下さい。
　もう一つの歴史的文書が、ユネスコ 21 世紀教育国際委員会が 1996 年に出した『学
習』という本です。ジャック・ドロールという EU 委員長も務めた方がこのユネスコ
国際委員会の委員長になってまとめられた報告書ですので、『ドロール報告書』とも
言われます。1996 年、日本語訳は 1997 年に出されました。この報告書の元のタイト
ルは『Learning』で、副題が『the Treasure Within』となっています。日本語訳は
天城勲先生という方が「ぎょうせい」から出版されまして、『学習：秘められた宝』
という邦題になっています。この報告書の中で、21 世紀の重要な学習課題として「知
ることの学び」「行為することの学び」「生きることの学び」と並んで「共生すること
の学び」（Learning to live together）が強調されている点に大きな特色があります。
この共生の視点の導入により、この『学習』はユネスコスクールの教育課題を考える
のに不可欠な歴史的文書だと言われています。
　まず、持続可能な開発目標からいきますと、この SDGs チャートはみなさまご存知
ですね。新聞や雑誌でもよく取り上げられており、現在はいろいろな場所で目にしま
す。どれも人類にとって大事な開発目標が書かれているわけですけれども、教育関係
者である私たちにとっては、特に目標 4 が重要です。目標 4 には、「全ての人に包
括的かつ公正な質の高い教育を提供し、生涯学習の機会を促進する」、と書かれてい
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ます。ちなみにこの生涯学習も、ユネスコが重視する教育テーマとして現在、浮上し
ています。
　この SDGs チャートにまとめられているのは、17 の大目標なわけですけれども、
それぞれの目標ごとにターゲットという、達成のための具体的な行動が定められてい
て、ターゲットは全部で 169 あります。外務省のホームページや国連のホームページ
を見て頂ければ、169 のターゲットが全部掲載されています。この中でとくにユネス
コスクールの文脈で大事だと思われるのが、SDGs 4.7、つまり目標 4 のターゲット
7 です。ここに実は持続可能な開発のための教育（ESD）、地球市民教育（GCED）、
平和の文化、非暴力、男女の平等、文化の多様性の尊重、人権など、ユネスコがこれ
まで提唱してきた価値教育の理念が一通り網羅されています。この SDGs4.7 をまず
見て頂くと、ユネスコスクールの立ち位置が明確化するのではないかと思います。こ
れらの目標の実現に向けて学びを進めていくのがユネスコスクールだということにな
るからです。
　ただ、この SDGs 4.7 は、たしかに重要な価値理念は網羅されているのですが、そ
れらの間にどのような関係性があるのか、これらの価値理念を統合する視座はあるの
か、といった議論まではまだ踏み込んでいないので、それがやや物足りなく感じられ
ます。ただ、それは欠損と言うよりも、私たち教育関係者に与えられた宿題なのだと
いうふうに受け止めております。これをどういうふうに解釈し、さらに学校現場の学
習プログラムにどのように具体化していくのかがユネスコスクール関係者には問われ
ていると言えるでしょう。
　ユネスコ 21 世紀教育国際委員会が 1996 年に出した報告書『学習』のほうですが、
この報告書が訴えているのは次のようなメッセージです：「21 世紀はある意味で、学
校教育をはじめとする学び（教育）が根本的なパラダイム転換をする時代である。そ
してその新しいパラダイムの中で、特に重要になる学びのありかたというのが 4 つ
に集約される。」こうした学びのパラダイム転換は、『学習』という報告書が私たちに
伝える大事なメッセージです。
　それはなにかというと、まずは知ることの学び Learning to know があります。そ
れから行為することの学び Learning to do 。生きることの学び Learning to be も欠
かせません。この 3 つの学び、つまり「知」know、「行」do、「生」be というのは、
ある意味で認識論、倫理学・存在論という哲学の古典的なカテゴリーに対応している
ように見えます。ところがここで一際ユニークな視点を提供しているのが、「共生す
ることの学び」Learning to live together という 4 本目の学習の柱です。ユネスコス
クールとの関連で言えば、これが非常に重要だと思います。
　21 世紀的状況がこれまでの人類史と根本的に異なるのは、人類全員が共生してい
かないとやっていけない時代に入ったという点にあります。国や民族、宗教の対立関
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係をある意味で是認してきたこれまでの価値体系とは異なる共生志向の価値が「人類
是」として必要不可欠になって来た、ということでもあります。それはあえて言えば、
競争型ではなくて共生型の教育こそ、これからの時代に平和で持続可能な社会を創っ
ていくために特に必要なのだというメッセージでもあろうかと考えます。
　ここからは私の意見が入るのですけれども、今グローバル化が進展していて、日本
政府もグローバル人材の育成を教育政策の国是として掲げています。もちろんそれは
大事ですし、21 世紀型スキルや国際バカロレア（私が奉職する玉川学園でも取り入
れておりますけれども）、グローバル・コンピテンシーの育成といったグローバル人
材育成のためのいろいろなプログラムや理論が開発されています。イエナプランなど
もその一つでしょう。これらのアプローチはどれも興味深く、学ぶに値する内容を持っ
たプログラムなのですが、いずれもあえていえば競争型なのですね。今さまざまな領
域で激化している国際競争にどうやって打ち勝っていくか、という課題が根底にあり
ます。もちろん学問研究の厳しい国際競争に打ち勝ってきたから今回のようにノーベ
ル賞受賞者の先生が出たりするわけです。日本人としてはもちろん嬉しいことなので
すけれども、ただ競争型の社会には必ず勝者と同時に敗者が出ます。また競争志向が
人類全体として強くなりすぎると、いろいろな所で国家間、民族間の紛争や対立など、
負の側面が大きくなります。競争により格差社会も激化してゆき、「負け組」が陥る
悲惨な状況は、国際競争に打ち勝った人びとの栄光の姿とは著しい対照をなしていま
す。「平和で持続可能な社会の実現」という目標から見れば、こうした競争型グロー
バル化の負の側面をカバーしていく別のベクトルがやはりどうしても必要だというこ
とになります。競争型だけでなく、共生型のグローバル人材育成がどうしても求めら
れるのではないかと思われるわけです。この共生型のグローバル人材育成を特に重点
的に進めようとしているのが、ユネスコの価値教育に他ならない、という評価の仕方
もできるでしょう。
　ですから、価値教育というのは基本的に共生の思想です。ユネスコが出した『学習』
の中で強調されている共生（Live together）を実現していく価値でなければなりま
せん。共生といっても、さまざまな次元の共生があります。まず現在の世代と未来と
の共生が挙げられます。これは ESD の定義の中にも書かれています。現在の私たち
の世代の行動によって未来の世代がその犠牲になることがないような、そういう行動
様式を身につけていかないといけないということです。未来の世代と私たちの世代と
の共生というのは、いわば時間軸に依拠した共生のあり方です。過去も含めれば、伝
統の尊重というのも時間軸における共生のあり方と考えてよいと思われます。
　それから、人間と自然との共生も共生の大事な側面です。これが上手くいっていな
いから、環境破壊やそれに起因する気候変動の問題が噴出してきているわけです。さ
らに、異文化との共生という課題もあります。ここには異なる人種、民族、国家、宗
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教などが互いに相手を否定せずに地球という限られた場所でどのように共生していく
か、という今日的課題が含まれます。これは国際理解教育や地球市民教育の課題に集
約されていくだろうと思います。
　ここに今列挙した一連の問題は、じつはどれも『学習』で強調されている 21 世紀
的な共生の学習課題なのだということをここで改めて確認しておきたいと思います。
3 ．地球市民教育 （GCED） の展望
　地球市民教育（GCED: Global 
Citizenship Education） も、ESD
と並んで現在ユネスコが重点的に
進めている教育プログラムです。
私たち一人ひとりの中に地球市民
としてのアイデンティティと資質
を育成しようとするプログラムで
す。
　地球市民教育は、2012 年に、
当時の国連事務総長であったパン・ギムン（潘基文）氏が「グローバル教育第一イニ
シアティブ」（GEFI: Global Education First Initiative）を提唱したのが始まりです。
ここでパン・ギムン事務総長は、人類社会の諸課題を解決するための最も有効な取り
組みは教育であることを主張し、さらに教育が直面する最も重要な優先課題として、
1 ）すべての児童の就学、 2 ）質の高い教育の実現、 3 ）地球市民性の育成、を挙げ
たのでした。
　全ての児童をとにかく学校に行かせましょうという第一の優先課題は、地球上から
非識字者をなくすこと、人類全員に教育を受ける基本的人権を守ることを目的にして
います。第二の優先課題として挙げられているのは、ただ学べば良いのではなくて、
質の高い教育をしていくのがこれからの時代はとくに重要だ、というメッセージです。
これは読み書きそろばんをはじめとする技術的、実用的なスキルを教えていくことに
加え、平和で持続可能な社会を創るために必要な民主主義や人権などの普遍的な理念、
市民性などを子どもたちに伝えていこうという意味があります。そして第三の優先課
題として挙げられているのが、地球市民性の育成（Foster Global Citizenship）です。
　この 3 つの課題が、今の世界を良くしていくための最も重要な教育のミッション
なのだということをパン・ギムン事務総長がおっしゃったわけです。この提言を受け
て、具体的に開発されたのがこのユネスコの地球市民教育でした。ESD と地球市民
教育とは、扱っている問題領域は一見違うように見えますし、それぞれを重点的に行
なっている国も違うのですが、実は両者の基本的な目標やスタンスは一緒なのです。
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ESD と地球市民教育は相互包括的な関係にあります。どうやって平和で持続可能な
社会を築いていくのか、という同一のニーズに対応しているプログラムである点も共
通しています。
　ESD も地球市民教育も共通に関わっている問題として、全ての人間を巻き込んで
いる今日の地球的な問題、気候変動・災害の激甚化などの問題があります。本当にこ
れは身近な問題で、先日日本列島を襲った台風 24 号でも、私が住んでいる玉川学園
では停電しまして、停電の影響で断水もおきました。朝から全く何もできない状況に
なって、「一見便利に見える現代の都市生活は実はこんなにも脆いものなのか」とい
う危うさを切実に感じました。もし首都直下型の大地震でも起きたらそれこそ想像も
できないような大変なことになるのだろうな、と肌身に染みて恐ろしさを感じました。
こういう事態をもたらす災害の激甚化も、おそらく気候変動と連動しているのだろう
と思います。
　そして民族紛争や国際紛争の問題、ジェンダー間の不平等、環境悪化、自然資源の
枯渇、過激主義など、人類社会の持続可能な発展を脅かす問題は山積しています。こ
れらの諸問題を「他人事」として捉えるのではなく、当事者としてそれらに向き合い、
じっさいに問題解決に向けたアクションを起こしていく動機づけや行動力を養うこと
が地球市民性の資質として GCED では強調されています。自然環境と社会状況、さ
らに人間の心理が重層的に絡み合った人類的な諸課題をどうやって根本的に解決して
いくのか、それに向けて ESD と地球市民教育はお互いに連携していかないとダメな
のだ、というのがユネスコの考え方です。ですから問題意識も目的も共通しているわ
けで、両者の連携の具体的な方法論の開発が今後、求められていくようになるだろう
と思っています。
4 ．ユネスコスクール支援大学間ネットワーク （ASPUnivNet）
　では、これらの議論をふまえ、この度、創価大学も加盟されたユネスコスクール支
援大学間ネットワーク（ASPUnivNet）についてお話します。ユネスコスクール支援
大学間ネットワークは 2008 年、今から 10 年前に発足しました。高等教育機関がネッ
トワークを作ってユネスコスクールを支援するシステムを構築したというのは世界で
も初めての試みで、ユネスコ本部でも注目されている取り組みです。これは日本人と
して誇ってもいいことだと思います。ASPUnivNet がやっている事業は基本的に 4
つあります。
　一つは、ユネスコスクールの加盟支援です。実際に先ほどお二人の先生からもお話
がございましたけれども、ユネスコスクールになりたいという小学校や中学校、高校、
幼稚園を大学が支援します。「こういうふうに申請書を出せばいいですよ」「貴校で行っ
ておられるこの活動は ESD 的な意味がありますから、そこを強調しておかれるとい
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いですよ」といった形で加盟申請書の書き方などをアドヴァイスさせて頂いたりしま
す。場合によっては、「うちの学校には英語が得意な教員がいないので、英文の加盟
申請書をなんとか助けてもらえませんか」という依頼を受け、加盟申請書の英訳を手
伝ったりしたこともありました。
　第二の事業として、大学が持っている知的支援があります。大学は研究の場でもあ
りますので、その研究成果を学校現場に提供することもしています。これは学校側と
しても教育活動の質向上のために大学に期待しているところだと思います。創価大学
も膨大な研究業績の蓄積をお持ちだと思いますので、是非それを学校現場のニーズに
合った形で提供していかれると、学校での教育の質向上へと効果的につながっていく
と思います。
　ASPUnivNet が行っている第三の事業は、国内外のユネスコスクールとのネット
ワーク作りの支援です。ユネスコスクール加盟校には、とくに海外のユネスコスクー
ルとつながりを持ちたい、交流したいという学校が少なからずあります。しかし残念
ながら個人的なコネでもないと、海外のユネスコスクールとの交流や提携は、通常は
けっこう難しい。ユネスコスクールの教員から「うちの学校ではこういうテーマを重
点的にやっているのですけれど、同じようなテーマをやっている学校がアジアやヨー
ロッパにないですかね？」といったご要望ももって訪ねてこられる先生方もけっこう
いらっしゃいます。大学には、いろいろなルートで海外の学校その他の組織や個人と
提携したり、知り合いがいらっしゃる先生方が多いので、それを活用しながら、海外
のユネスコスクールとの交流のつなぎ役をしたりいたします。「この国にはこんなこ
とをやっているユネスコスクールがあるので、一度私がつないで貴校のことを先方に
紹介し、先方の意向をお聞きしてみましょうか」といったメールのやりとりから始まっ
て、じっさいに良い形の連携ができた例がいくつもあります。私が実際に取り組ませ
ていただいた例では、多摩市の話があります。多摩市は市内の全学校がユネスコスクー
ルです。市長が ESD 推進に非常に熱心で、「2050 年の大人づくり」という標語を掲げ、
自治体の主導のもと ESD を地域ぐるみで進めています。実は隣の韓国も非常にユネ
スコスクールが盛んな国で、先日 9 月のソウルでのユネスコ会議の際に、韓国ユネ
スコ国内委員会の担当官は、現時点で韓国国内には 605 校のユネスコスクールがある
とおっしゃっていました。韓国の中でもいくつか重点地域がありまして、たとえば釜
山の隣にあるギメ（金海）は、やはり市内全ての学校がユネスコスクールだというこ
とで、多摩市とユネスコスクールを通じての姉妹都市提携をしようという話になりま
した。そこで私は多摩市の依頼を受け、多摩市教育委員会の指導主事でおられた山﨑
先生という方と一緒に韓国のギメ市に行ってまいりました。そこでパートナー都市と
しての話がまとまり、そのおかげで例えば多摩市の連光寺小学校は金海市の小学校と
テレビ会議で児童たちの交流をしています。子どもたちは国が違ってもお互いにすぐ
打ち解けます。日韓の間はいろいろ難しい政治的問題もありますが、両国の子どもた
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ちは会えばすぐに人間として親しくなり、わだかまりなく会話が成立します。「あな
たたちもジャージャー麺を知っているのですね」といったテーマで盛り上ることもあ
りますし、共通に知っている歌を一緒に歌ったりすることもあります。また今はけっ
こう韓流ドラマを見ている日本の子どもも多いので、そうした話題をふると韓国の子
どもたちも喜んでくれたりします。逆に韓国の子どもたちは日本の漫画やアニメなど
をよく知っていますので、そういうことで話が盛り上がったりします。こういう国境
を越えた学校間連携は大学が仲介役になってできることですし、さらに地域連携支援
にもつながっていく意味もあると思います。
　この加盟大学リストを見て頂ければ分かりますが、ASPUnivNet の加盟大学は昨年
度までで全国に 20 大学ありました。今年は新たにに創価大学と信州大学の 2 大学が
加わってくれましたので、22 大学となりました。北は北海道から南は福岡まで、全
国的にユネスコスクール支援大学間ネットワークの輪が広がっています。
　それぞれ大学ごとに、ユネスコスクールを支援する地域分担が決まっています。今
まで東京都のユネスコスクール支援は玉川大学が一手に引き受けてまいりましたが、
ありがたいことにこのたび創価大学が ASPUnivNet に入って下さいました。そこで
先日、協議させて頂いて 16 の市町村、東京都多摩北西部の 16 の市町村については、
これからは創価大学がユネスコスクール支援の担当をして頂けることになりました。
どうぞ宜しくお願い申し上げます。実は今、成蹊大学もユネスコスクール支援事業に
興味を持っていますので、近日中に成蹊大学も ASPUnivNet に入ってくれるかもし
れません。そうすると、創価大学、成蹊大学、玉川大学で東京都のユネスコスクール
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支援に関する良い形の三極連携がで
きるかもしれません。それが実現で
きたらいいなと思っております。
　ASPUnivNet は各大学が個々の地
域のユネスコスクール支援を行って
いるだけでなくて、一般に向けたさ
まざまな研修会も開催しています。
これは宣伝になるかもしれませんが、
先ほども触れたように、今年（2018 年）の 12 月 8 日の横浜で「第 10 回ユネスコスクー
ル全国大会」が開催されますが、これのアフターイベントとして、翌日 12 月 9 日に
JICA 横浜を会場に「高等教育機関における ESD の現在、そして展望」というテー
マで ASPUnivNet の公開シンポジウムを開催いたします。土日両日となるとさすが
にキツいかもしれませんが、もし横浜まで行って全国大会に参加されたら、ぜひ翌日
の ASPUnivNet 公開研修会もいかがでしょうか。というよりも、創価大学も
ASPUnivNet 加盟大学であり、当然主催者として関与されるわけですから、この公開
研修会をぜひご一緒に盛り立てていけたらいいなと希望しております。
5 ．玉川大学教育学部の事例
　玉川大学の事例を最後に少しご紹介させて頂きます。玉川学園は、大正時代に上か
らの一方的な教え方ではなくて生徒・児童の自発的な活動から学びを進めていこうと
いう大正新教育運動のリーダーであった小原國芳が全人教育（Whole Person 
Education）の理念を提唱して創った総合学園です。小原國芳は敬虔なクリスチャン
でしたので、玉川学園は基本的にはキリスト教を建学の理念としています。創価大学
は仏教系の大学でいらっしゃいますが、現代社会において宗教間の対話と相互理解は
平和な社会を構築していくために非常に重要な意味を持っています。じつは諸宗教対
話というのもユネスコのもう一つの価値教育のプロジェクトである宗教間理解教育
「Education for Interfaith Understanding」で重視されている行為ですので、玉川大
学と創価大学の連携と交流は、諸宗教対話のよい実践例になるかもしれません。
　ユネスコスクール加盟校としての玉川大学は現在、ESD を、平和で持続可能な社
会の担い手を育てる人づくりの教育活動と捉え、ESD の実践を通して平和・持続可
能性・地球市民性・国際理解というユネスコの価値教育の理念を伝えていけるような
教師力の育成をめざす教師教育プログラムの構築を進めているところです。
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　昨年平成 29 年度には、玉川大学教育学部は、ESD 教師教育プログラムの構築をめ
ざすなかで、「ESD 実践学習プログラム」を教師志望学生のための教育学部プログラ
ムとして発足させました。実際に国連大学、ESD 活動支援センター、JICA 地球ひろ
ば、伊勢志摩の答志島など、いろいろなところを訪問し、授業で使える ESD ワークシー
トを作成したりしています。学生たちは玉川大学を卒業したあと現場の教員になりま
すので、先生になったときにきちんと ESD 的な理念を子どもたちに伝えていけるよ
うな教師の育成を目標にこうしたプログラムを運営しております。
　また文部科学省委託事業「日本／ユネスコ パートナーシップ事業」による教員を
対象としたユネスコスクール研修会を毎年実施してきました。昨年 2017 年は 12 月
16 日に「ユネスコスクール玉川研修会」を行いました。
　あとはやはり地域との連携がユネスコスクールの大事な課題ですので、玉川大学と
して地元の町田市教育委員会、相模原市教育委員会などへのユネスコスクール導入え
の働きかけを行ってきました。おかげさまで最近、町田市内でもユネスコスクールに
加盟申請する学校が少しずつ出てきました。この写真は 2017 年 12 月に開催された「ユ
ネスコスクール玉川研修会」の時の様子です。講師を務められた日本ユネスコ協会連
盟理事長の鈴木佑司先生は、元は法政大学教授でしたが、現在は国連大学の客員教授
をしておられる方です。基調講演をされた大阪府立大学副学長の吉田敦彦先生は、日
本におけるシュタイナー教育のリーダーです。そのほか各学校種で ESD に先進的な
取り組みをしておられる先生方にお集まり頂いて、ユネスコスクールの異学校種間連
携の可能性について議論を進めました。
　先に御紹介した「ESD 実践学習プログラム」では、学校現場で実際に使えるワー
クシートを学生たちに実際に作ってもらいました。このワークシート集には学生が
作った事例が掲載されています。ただ、学生たちにやらせるだけでは教員として些か
恥ずかしいということで、私自身もワークシートを作成してみました。これは葛藤解
決に向けた異文化間対話を促進するために作成したワークシートで、ESD と地球市
民教育のどちらの要素も取り込んでいます。この写真は言うまでもなく従軍慰安婦像
です。ちょっと生々しいテーマで恐
縮ですが、日韓の平和構築のために
は避けて通れないテーマです。この
従軍慰安婦像、私も実際にソウルで
日本大使館をにらんで座っている少
女像を見てきましたけれども、あれ
だけではないのですね。少女像の後
ろにある立て看板にも日本を批判す
る言説がいろいろ書いてあり、中に
は竹島（独島）を明瞭に韓国の色に
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塗った地図も掲げてありました。とにかく、とても攻撃的で生々しい雰囲気でした。
ではなぜソウルの日本大使館前に従軍慰安婦像があるのか、この少女像にはどんな意
味があるのかを、学習者に調べてもらうのが狙いです。
　むろん、これだけだと日韓の間の対立とかトラウマ的な「恨」の側面にだけ焦点を
当てるような感じになってしまいますので、そうではなくて実は日韓の間には長い歴
史があって、対立や恨みだけではなく、非常に長い友好的な文化交流の実績があった
ことを学んでもらいます。例えば江戸時代の朝鮮通信使の歴史もその一つです。こう
いったさまざまな事象に目を向けてもらい、日韓両国の間にどういうことがあったの
か総合的視野からもう一度振り返ってもらうとことを目標にしています。
　日本と韓国は今日、経済パートナーとしても政治パートナーとしても互いに非常に
大事な関係です。お互いに相手をいい意味でも悪い意味でも強く意識しています。私
も APCEIU が主催するユネスコ会議で最近韓国に行くこと多いのですが、韓国の人
は日本のことを非常によく知っています。無関心ではないのです。日本のこと非常に
強く関心をもっていて、あえてこういう言い方をすれば、韓国の人は日本のことが大
嫌いで大好きなのです。両極端の感情がないまぜになっている非常にアンビバレント
な関係性です。それはもちろん両国の間にある複雑で陰の深い歴史に由来しているわ
けですので、そこをやっぱり私たちはそのものとして受けとめないといけないのだろ
うと思います。それを踏まえて、日本人として韓国との和解に向けて何ができるか、
でも韓国人として日本との和解に向けて何かして頂けることもあるのではないかとい
う課題を考えてもらうワークシート案として作ったものですがいかがでしょうか。も
しご意見など頂けたらありがたいと思っております。
　玉川大学では課外活動の領域で、玉川大学ユネスコクラブが大学公認クラブとして
さまざまな活動を展開しています。全国には現在、約 40 大学にユネスコクラブが存
在します。これまではそれぞれの大学がユネスコ活動を独自に展開してきており、大
学間をまたぐ横のつながりはあまりありませんでした。しかし、せっかく今これだけ
ユネスコスクールが隆盛して全国的なつながりができているので、課外活動としても
大学のユネスコクラブ同士がつながって一緒に ESD、SDGs あるいは地球市民性の問
題で何か協同の活動ができたらシナジー効果が期待できるのではないか、という声が
上がりました。これを受けて、2013 年から玉川大学ユネスコクラブの提案で「ユネ
スコクラブ全国サミット」というイベントを始めさせて頂きました。全国さまざまな
大学のユネスコクラブ学生が集まり、互いの活動内容を紹介し合うと同時に、学校現
場で使える ESD の授業案を各教科ごとに共同で作成するという作業も行いました。
第 1 回から第 4 回までは「ユネスコクラブ全国サミット」は玉川大学で行いました
が、2018 年度の「第 5 回ユネスコクラブ全国サミット」は奈良教育大学ユネスコク
ラブが主催してくれるということで、現在準備が進められています。こうして大学ユ
ネスコクラブの全国的ネットワークが構築されることは、学び合いシステムの整備と
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いうユネスコスクールの特長から見ても有意義な取り組みであると考えています。
　ピースブック・プロジェクトも、
ユネスコクラブの活動の一環で
す。海外のユネスコスクールとつ
ながろうということでユネスコク
ラブでは毎年、海外にスタディツ
アーを行っています。昨年 2017
年はネパールにスタディツアーを
行いました。ネパールは記憶に新
しいと思いますが、2015 年 4 月
に大地震がおき、現地の学校が多
く被災しました。カトマンズにある被災地の学校（ユネスコスクール）を訪問し、学
生たちと一緒に文字のない平和の絵本を制作したものを、友誼のメッセージとして現
地の生徒達に渡してきました。
　実はこの平和の絵本は学生たちが主体となって作ったのですが、同時に、裏表紙の
絵は町田市立小山田小学校というユネスコスクール加盟申請校の子供たちが書いてく
れたものです。ですからこのピースブック・プロジェクトには、ユネスコスクールに
おける小大連携と海外連携という二重の連携のしかけが入っています。私たちが訪問
したヴィスワ・ニケタン中等学校というカトマンズにあるユネスコスクールの生徒た
ちは、平和の絵本への返礼に、小山田小学校の子どもたちに向けて友好メッセージを
書いてくれました。ユネスコスクールの海外連携に向け、私たちはユネスコスクール
支援大学間ネットワークの一員として海外のユネスコスクールと日本のユネスコス
クールをつなぐという活動をしており、一つの事例として参考にしていただけたら嬉
しく思います。
　玉川大学はじつはキャンパスの一部が横浜市と川崎市に入っていることもあり、神
奈川県ユネスコスクール連絡協議会のメンバーでもあります。この神奈川県ユネスコ
スクール連絡協議会はこれまで持ち回りで毎年ユネスコスクール神奈川県大会を開催
してきたのですが、今年は玉川大学が担当することになりました。2018 年 12 月 15
日に「第 4 回ユネスコスクール神奈川県大会」を玉川大学にて開催いたします。基
調講演として第 8 代ユネスコ事務局長を務められた松浦晃一郎先生に登壇して頂け
ることになりました。松浦先生はもともと外務省の外交官でフランス大使も務められ
た方です。それと成蹊学園サステナビリティ教育研究センター長の池上敦子先生はじ
め、ESD および GCED の領域で先導的な成果を出しておられる専門家の方々と、持
続可能な社会づくりに向けたユネスコスクールの教育課題について議論するパネルシ
ンポジウムを予定しています。また SDGs カードゲームというワークショップも行う
予定ですので、ご興味がありましたら是非ご参加下さい。
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6 ．ユネスコの価値教育に大学が果たし得る役割
　ユネスコスクールの今後の展開に向けて大学に課せられた課題については、やはり
地元の教育委員会とつながっていく働きかけが非常に大事だと思います。それとやは
り一回限りのイベントに終わらせるのではなく、大学の通常カリキュラムの中に、
SDGs、ESD、地球市民教育を中心としたユネスコの価値教育を学習テーマを学べる
ような科目を導入していくことがとても重要です。教職科目が一番いいのでしょうけ
ど、それに限らず一般教育科目でもいいと思います。ユネスコスクールへの貢献をカ
リキュラム体制の中で可視化していくことが大学としての「教育の質向上」につなが
り、ユネスコスクール支援にもいっそうの深みと幅を与えることにつながると考えて
います。また、ユネスコスクールは国を超えた世界的なネットワークというところに
大きな強みがありますので、とくに私たちにとって大事なアジア太平洋地域のユネス
コスクールとの交流と連携の強化も大事な課題です。たとえば韓国、タイ、フィリピ
ン、インドネシア等にはたくさんユネスコスクールがあり、活発な活動が展開されて
いますので、私たち大学もアジア太平洋地域のユネスコスクールと繋がっていくこと
は、グローバルな視野のもとに大学力を高めていくきっかけとしても有効なのではな
いでしょうか。さらにユネスコスクール支援に向け、大学ユネスコクラブに新たな活
動の視点を与えられたらいいなと思っております。
　最後のまとめになりますが、地域とどうつながっていくか、海外とどうつながって
いくか、という話と共に、心理学を研究する者としてひとこと言わせて頂きます。
SDGs では、一人も取り残さないような持続可能な社会の実現と言っているわけです。
しかし現在日本には、不登校児童生徒が 13 万人以上います。学校現場でスクールカ
ウンセラーをやっていると、とにかく学校になじめない、または家庭で虐待を受けて
いる生徒がとても多いのに驚かされます。また、現代の格差社会の中でもみくちゃに
され自尊感情を失ってしまっている児童や生徒が非常に目立ちます。そういう「学校
教育にのれない」児童生徒たちも大事な人類の一員なわけで、決して見捨てていいわ
けはありません。ですから、そういうすべての児童生徒さらには学生が居場所を持て
るような学校・大学を創っていくかということが、実は ESD ならびに地球市民性の
大事な教育課題なのではないでしょうか。
　課外活動の融合ということも課題として残っていると思います。教職免許状の更新
講習とか教職課程の改革とか、あるいは、教師教育プログラムの設立など、ESD そ
れから GCED そして SDGs などを大学の研究活動や教育活動の中に統合していく取
り組みの可能性は色々あると思います。おそらく正解は一つではなく、いろいろな可
能性が未開拓のままで残されている状況だと思います。創価大学はこれまでの実績を
もとにいろいろ新しい道を切り開いてゆける力を持っておられる大学ですので、ぜひ
新しいユネスコスクール支援の創価モデルを構築していって頂けたらと希望していま
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す。私たちも負けないように玉川モデルを構築したいと思っております。もちろん競
争だけになってはいけませんけれども、競争と協同は人間社会に常につきまとうコイ
ンの両面ですので、その間のバランスをうまく取りながら、大学間連携を進めてゆけ
ればと願っています。価値は人間が本来的に必要としている魂のニーズですので、せっ
かくユネスコスクールと言う価値教育のすばらしい土俵があるわけですから、これを
総合的に活用し、ホールスクールでユネスコスクールの取り組みを進めていけたらい
いのではないかと考えております。
　最後にお見せする写真は私たちどもの玉川大学ユネスコクラブが今年の 2 月、オー
ストリアにスタディツアーで行ったときのものです。オーストリアもユネスコスクー
ル が 盛 ん な 国 で す が、 私 た ち が 訪 問 し た の は ウ ィ ー ン に あ る「 虹 の 学 校 」
（Regenbogen volksschule）という出身民族や出身国が非常に多様な子供たちが集まっ
ている多文化共生校の学校でした。ドイツ語が分からない子もたくさんいて、理科室
とか音楽室とか給食室とか校内施設がすべて多言語で書いてあったのが印象的でし
た。そういう学校の取り組みを見てきたときの、私たちのユネスコクラブの学生達と
向うの子どもたちとで一緒に撮った写真です。
　不十分な紹介でまことに恐縮です。ユネスコスクールおよびユネスコ支援活動につ
いてあ、まだまだ他にできることがたくさんあると思うのですが、私どもとしてはこ
のような活動を行っているというその一端を本日紹介させて頂きました。参考にして
頂けたら幸いです。今後ともよろしく申し上げます。ありがとうございました。
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